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庭の花の移り変わり2011年1月から3月までの纏め。

庭の花の移り変わりをだいたい毎日twitterにツイートしている。その2011年1月から
3月の分を日付順に纏めてみた。これを読んでもどうってことないけど。

野ぼたんの紫の花は、昨日一つ散って二つ咲いて、咲いている花は三つになった。
水仙とヒメジョオンとメキシカンセージは変化無し、カニサボテンも。
2011-1-2-14：20

花の位置が変わったように感じて、野ぼたんの花は二つの花が交代したようだ。水
仙の花は花びらを開き切って、もう一つが開き始めた。ヒメジョオンとメキシカン
セージとカニサボテンは変化していない。
2011-1-3-14：26

野ぼたんの花が四つになった。開き切った花とおずおずと開き始めた花をつけた水
仙。メキシカンセージの花は少し減ったようだ。ヒメジョオンとカニサボテンは変
わりない。
2011-1-4-13：30

水仙の花は二つ咲いている。別のプランターに別の水仙が芽を出した。野ぼたんは
二つ散って二つ咲いた。ヒメジョオンの茎が折れたので支えをつける。メキシカン
セージとカニサボテンは変わりない。
2011-1-5-14：42

野ぼたんの花が五つになった。水仙の二つの花の間の蕾が大きくなってきた。ヒメ
ジョオンは茎が折れて苦しそう。メキシカンセージとカニサボテンは変わりない。
2011-1-7-18：28

庭の吹き込んでくる冷たい風に野ぼたんは花を一つ落として、四つの花が揺れてい
る。水仙の二つの花の間の蕾は少し大きくなったように感じられる。ヒジョオンは
枯れてしまった。メキシカンセージとカニサボテンは変わりない。
2011-1-10-13：42

別のプランターの水仙の芽が5センチくらいに伸びている。咲いている水仙は二
つ、膨らんできた蕾が二つ。野ぼたんは花が三つになった。ヒジョオンは枯れた
が、萎れた花はまだ落ちてない。メキシカンセージとカニサボテンは変わりない。
2011-1-11-14：34

昨夜、トイレに起きたとき庭を覗いてみた。窓から漏れる光に丈があるのぼたんは
見えたが、花の在処はよく分からなかった。光が当たらない他の花も分からなかっ
た。寒いので急いでベッドの戻って布団を被った。
2011-1-12-14：02

咲いている野ぼたんの花は二つになってしまった。その内の一つは片側の花びらが
落ちてしまっている。三つ目の水仙の花が開き始めた。ヒメジョオンは花の姿がな
い。メキシカンセージの花は減ったが、カニサボテンは変わりない。
2011-1-14-13：28

Navigation

Previous 月
Next 月
Today
Archives
Admin Area

Categories

All
General

灰皿町の本

●幻想小説『なめ
くじキーホル
ダー』 清水鱗造

●「週刊読書人」
詩時評 一九九二-
一九九三年 清水
鱗造批評集 第一
分冊

Search

検索キーワード

検索

Minami-hatoba_1(Shirouyasu_Suzuki) http://www.haizara.net/~shimirin/nuc/shirouyasu.php...

1 / 14 2020/10/02 9:10



部屋の光に浮き上がった野ぼたんの数枚の葉群れが今のところの夜の庭のイメージ
です。

水仙の三つ目の花が咲いた。野ぼたんの花は一つになってしまった。萎れた野ぼた
んの花はまだ花びらを落としてないけど。
2011-1-15-15：15

野ぼたんの花が全部散ってしまった。ちょっと寂しい。水仙の花は三つ咲いて、二
つの蕾が膨らんできた。メキシカンセージは花の数が少なくなっている。カニサボ
テンの二つの花は変わりない。
2011-1-16-14：33

水仙の三つの花は重なるように咲いている。最初に咲いた花も枯れたり萎れたりす
る様子もない。冬の日差しが居間の椅子や床に奥深く差し込み移動するのを猫が
追って日向ぼっこしている。
2011-1-17-13：24

水仙の四つ目の花が開き掛けている。咲いているのは後、メキシカンセージの花だ
け。今日も猫が日だまりを追って日向ぼっこしている。
2011-1-18-13：14

水仙の四つ目の花が咲いた。四つの花が重なるように咲いている。ところで、昨
日、Twitterに書き込んだ後、窓辺に行って水仙をみたら、花の重みで花軸が折れて
いた。杖をついて庭に出て花軸を延ばして支柱に結びつけた。
2011-1-19-13：14

水仙の残りの二つの蕾がほころび始めた。野ぼたんは花がない。ヒメジョオンの花
もない。メキシカンセージとカニサボテンは相変わらず。
2011-1-21-16：14

水仙の花が六つ全部咲いた。
http://www.haizara.net/~shirouyasu/2011photos/suisen2011-1-22.JPG
2011-1-22-14：05

六つの水仙の花はそのままの姿で咲いてる。カニサボテンとメキシカンセージの花
もそのまま。今日も冬の日差しが部屋の中を廻った。実は今日、わたしは病院に
行って前立腺癌の診察を受けてPSAの値が1年前には300を越えていたのが0.13に
なっていた。よかった。
2011-1-25-15：04

野ぼたんの葉が色づいてきてしまった。水を撒いて側に寄って見るとまだ蕾が二つ
あった。咲いてくれると嬉しいのだが。水仙の花はまだ六つ咲いたまま変わらな
い。長持ちするんですね。寒いと長持ちするというはなし。
2011-1-26-13：50

水仙の一番最初に咲いた花の花びらの咲き具合が乱れてきた。しかしまだしっかり
と咲いている。
2011-1-28-14：31

メキシカンセージの花の数を数えてみたら、19本だった。こちらもばらけてはいる
が、水仙やカニサボテンと同様に咲き続けている。
2011-1-28-14：25

室内の窓辺の鉢植えのハイビスカスの二つの蕾の赤い部分が大きくなって、一つは
1センチ、もう一つは2センチくらいになった。その蕾から斜め下に見える外の水仙
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の花はそのまま咲いている。
2011--1-31-14：53

窓辺のハイビスカスの大きい方の蕾の尖端がほどけてきた。こうなると開花を待つ
気持がつのってくる。水仙もカニサボテンもメキシカンセージも同じ姿で咲いてい
る。
2011-2-1-13：41

窓辺のハイビスカスが咲いた。径が7センチほどの小ぶりの花だが、その赤がうれ
しい。
http://www.haizara.net/~shirouyasu/2011photos/haibisukasu2011-2.jpg
2011-2-2-14：41

昨日咲いたハイビスカスの花は今日もう萎んでしまった。ハイビスカスの花は一日
しか持たない。それに比べると水仙の花は何日咲いているか忘れるくらいに長く咲
いてる。まだ六つ咲いたままだ。
2011-2-3-13：18

萎んでしまったハイビスカスの花は、昨夜、一層硬く萎んでぽとりと落ちてしまっ
た。花には花びらを散らす花と萎んでぽとりと落ちる花がある。水仙の花は散りも
せず落ちることもなくまだ咲いている。
2011-2-4-14：40

窓辺のガラスに接したところの鉢に日日草の小さな赤い花が一つ咲いているのを見
つけた。もう一つのハイビスカスの蕾は少しずつ大きくなっている。
2011-2-5-14：51

もう一つのハイビスカスの小さな可愛らしい花が咲いた。蕾がもう少し大きくなる
かと思ったが、枝を切って挿し木したまだ丈の低い木なので花も小さいなりに咲い
たようだ。
2011-2-6-16：30

小さいハイビスカスの花はもう萎んでしまった。ハイビスカスには1センチに満た
ない極小さな蕾が幾つかあるが、当分咲かないだろう。日日草も水仙もまだ咲いて
いる。
2011-2-7-13：56

水仙の茎が折れてしまったので、支える棒に縛り付けて貰った。花は咲いたままだ
が、花弁の張りがなくなってきた。側のカニサボテンも花が小さくなってきた。
2011-2-8-13：20

水仙の花は久し振りの雨に濡れて形が崩れてきたが、まだそのまま咲いている。
201-2-9-13：59

窓辺の日日草が萎んで、その隣の鉢に丈の低いヒジョオンが幾つかの花を咲かせ
た。
2011-2-10-14：00

夕方になって、野ぼたんの葉、八つ手の葉、君子蘭の葉などに雪がうっすらと積
もった。
2011-2-11-17：16

昨日、詩人の薦田愛さんから「みちのく初桜（啓翁桜）」という花芽がびっしり着
いた桜の枝が届いた。早速花瓶に挿して窓辺に置いた。花が開く日を待つ楽しみが
増えた。薦田愛さんありがとう。
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2011-2-12-11：43

窓一杯に射し込んだ日の光にガラスの花瓶に挿した桜の枝の沢山の小さな花芽が
光っている。その隣のハイビスカスの葉が二枚黄色く変色しているが、蕾には赤い
色が出て来た。
2011-2-13-16：10

窓辺の花瓶の桜の花芽が膨らんできた。膨らんだと言ってもごく僅かだが、尖端が
白くなって、枝全体がふわっとした感じになった。
2011-2-14-15：13

昨夜の雪が庭の植物の上に積もった。水仙の花軸が折れたが、花は形が崩れてもま
だ咲いているので、再び細い鉄の棒で支え直した。カニサボテンの花は小さくな
り、メキシカンセージの花も花穂の先の方で僅かに咲いているだけになった。
2011-2-15-14：40

ガラスの花瓶の桜の花芽は尖端がピンクに色づいて、二つに分かれて小さな蕾とい
う感じになった。カニサボテンはもう花をつけているとは言えなくなった。水仙は
まだ形を崩しても咲いている。
2011-2-16-13：48

窓辺のヒジョオンが咲いている鉢の隣の小さな鉢のシクラメンが七つのこれも小さ
な蕾を持ち上げているのを見つけた。桜の小さな蕾はもうすぐ咲きそうに膨らんで
きた。ハイビスカスの蕾はまだ小さい。小さい尽くしになった。
2011-2-17-14：32

今朝、窓辺のガラスの花瓶の桜の花が咲いた。一本の枝の蕾の一つ二つが昨夜ほこ
ろび始めたかなと思っていたら、今朝になってパラパラと咲いてしまった。
http://www.haizara.net/~shirouyasu/2011photos/sakura2011-2-18.jpg
2011-2-18-10：32

六本ある桜の枝のそれぞれの枝の蕾が幾つか咲いた。全体の半分が咲いたことにな
る。庭の水仙の二つの花の白い花びらが散ってしまた。
2011-2-19-14：09

桜の枝の花がほぼ満開になった。薄いピンクの一重の花が群がっている。その隣り
に真っ赤なハイビスカスの花が一つ咲いた。
2011-2-20-12：02

桜が満開になった。ハイビスカスの花はもう萎んだ。
http://www.haizara.net/~shirouyasu/2011photos/sakura2011-2-21.jpg
2011-2-21-14：25

冬の最中、部屋で桜の花を見ることが出来て嬉しいです。
2011-2-22-15：02

最初に咲いた水仙の花は、白い花弁を落とした後、とうとう真ん中の黄色い花びら
も萎んで花の姿を失ってしまった。他の花はまだ崩れた姿を保っている。
2011-2-22-15：06

桜の花は花びらを開き切って触れば散りそうになっている。メキシカンセージの花
は萎れるというかくすんで見える。
2011-2-23-17：16

窓辺の桜の七つの芽から葉が出てきた。そのうちの四つには双葉が開いている。水
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仙の花は形を保っているがくすんで萎んできた。
2011-2-24-17：36

窓辺の葉桜は勢い増しているような感じだ。テレビが今日の気温は20度で四月上旬
の気候だと言っている。シクラメンの蕾に赤く色が付いてきた。
2011-2-25-12：41

桜の葉は花を押しのけて出て来ている。今朝、麻理がタンポポと云って、蕾のつい
たキク科の草の鉢を窓から見えるところに持ってきた。
2011-2-26-14：50

桜の葉は紛れもなく葉桜となった。しかしこの枝には幹もなく根もない。ガラスの
花瓶の中でいつまで緑を保つのだろう。
http://www.haizara.net/~shirouyasu/2011photos/hazakura2011-2-27.jpg
2011-2-27-14：20

ガラスの桜の花瓶の横の小さな鉢のシクラメンの赤い蕾が綻んできた。桜の花はか
なり散った。外のプランターの水仙の花は雨に打たれて黄色い花びらだけが残って
いる。
2011-2-28-14：02

水仙の花は見る影もないというほどに萎んできた。カニサボテンの花は消えそうに
なっている。メキシカンセージも萎れた。季節がすっかり変わったということだろ
う。
2011-3-1-13：48

シクラメンの赤い花が一つ咲いた。外の鉢からひょろひょろっと生えたタンポポも
花開いた。
2011-3-2-17：26

桜の花が散った後に、そこから次々に葉が出てくると思っていたが出てきていな
い。シクラメンの花の赤に目が引き寄せられる。
2011-3-3-15：10

かなり強くなった日差しに君子蘭などの植物の葉が光っている中で、小さく色を
失って萎んでいる水仙の花は、一抹の寂しさを感じさせる。
2011-3-4-15：08

また一つハイビスカスの花が咲いた。http://www.haizara.net/~shirouyasu
/2011photos/haibisukasu11-3-5.jpg
2011-3-5-15：17

花瓶の桜の花はすべて散ってしまった。一つの芽から出た葉は四枚五枚と増えてい
る。
2011-3-6-16：20

綻んだ野ぼたんの蕾に三月の雪が積もった。室内では名前を忘れてしまった蘭の蕾
が膨らんできた。
2011-3-7-13：12

窓辺の鉢のシクラメンの花は、一つは咲いて、二つがもうすぐ咲きそうで、あと幾
つか小さな蕾を持ち上げたところだ。
2011-3-8-17：20

庭に出て風に当たって、芍薬の鉢を見たら芽が出ていたので、昨年の枯れた葉と茎
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を鋏で切った。
2011-3-9-15：19

シクラメンの花が三つになった。昨日、別の水仙の花茎を数えたら六つあった。咲
くのが楽しみ。
2011-3-10-15：00

電話していたら揺れが来て、横揺れだから大丈夫と思っていたが、揺れが激しく
なって電話をきると、摘んであった本などが崩れ落ちた。揺れで戸が開いた勝手口
から猫が庭に飛び出して行った。
2011-3-11-17：21

四つ目のシクラメンの花が咲いた。昨日は歩きとバスで麻理が帰って来て一安心。
息子たちが崩れた本などを片付けてくれた。
2011-3-12-10：33

蘭の花がようやく一つ咲いた。花が咲くまでの植物時間、地震が起こるまでの地層
時間、生まれて死ぬまでの動物時間、というのがあるのですね。
2011-3-13-10：15

蘭の花が二つになった。今日はハイビスカスの花も咲いた。この窓辺には春めいた
日差し、テレビでは被災地の映像。瓦礫の前に座る人の背中が心に残る。
http://www.haizara.net/~shirouyasu/2011photos/ran2011-3-14.jpg
2011-3-14-11：00頃

更に蘭の花が二つ咲いて、四つになった。ピンクのシクラメンの四つの花と隣り合
わせで、そこだけ賑わっている。
2011-3-15-16：42

蘭の花が六つになった。あと二つが綻んでいる。もうすぐ満開だ。と思ったら、別
の茎に小さな蕾か。
2011-3-16-16：16

蘭の花が更に二つ咲いて八つの花で満開になった。http://www.haizara.net
/~shirouyasu/2011photos/ran2011-3-17.jpg
2011-3-17-17：58

シクラメンの花が一つ咲いて五つになった。気がつかなかったが、庭のアロエの茂
みから水仙の蕾が突き出ていた。窓ガラスの脇では日々草が二つ咲いている。
2011-3-18-15：34

カタバミが突然咲いた。カタバミにしてみれば突然ではないのだろうが、思っても
みなかった所に咲いたので突然のように感じた。そういえば自然現象ってみな突然
に起こるのですね。http://www.haizara.net/~shirouyasu/2011photos
/katabami2011-3-19.jpg
2011-3-19

18日の金曜日に麻理が講師をしている日本語学校の卒業式で貰ってきたチューリッ
プの花が咲いた。麻理の話だと両学生たちはぞくぞくと帰国しているという。
2011-3-20-11：56

アロエの中から蕾が突き出ていた黄水仙が咲いた。雨が降っていて、窓から見ると
向こうを向いていて正面が見えないのが残念だ。
2011-3-21-18：19

シクラメンの一株の花が全部咲いた。この鉢は窓辺に置いて何年にもなる。
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http://www.haizara.net/~shirouyasu/2011photos/sikuramen2011-3-22.jpg
2011-3-22-10；50

プランターの水仙の蕾が膨らんできた。その脇にヒメジョオンが小さく咲いてい
る。目を移すと別の鉢の水仙の蕾も膨らんできている。
2011-3-23-15：01

フィルムセンター買い上げの3時間20分の16ミリフィルム作品の大作「草の影を刈
る」の35ミリブローアップ版をIMAGICAの試写室で見た。フォーカスラフの画像が
フィルムの粒子を浮かび上がらせて、日常性を対象化して問い掛け、42歳の私自身
の人生再出発を果たす言葉の脈絡が描かれていた。
2011-3-24-18：50

窓辺のハイビスカスの花が咲いたと、下を見ると、アマリリスの鉢にカタバミ小さ
な花が三つ咲いている。窓の外に目を移すと紫陽花の鉢に紫の名前が分からない花
が二つ咲いている。http://www.haizara.net/~shirouyasu/2011photos
/namosirenu2011-3-25.jpg
2011-3-25

そう、紫の花はハナニラのようです。ありがとうございます。RT@peco_ex これ、
はっぱの臭いがにら臭かったらハナニラかもです。
15. 1:22 PM Mar 26th webから

庭の鉢の水仙の蕾が薄皮を破って顔を出した。
2011-3-27

ご愛読、ありがとう。この花たちが失われたら、と思うと恐ろしいです。
RT@iwaitenshi ボクの恩師、鈴木志郎康氏は震災前も震災後も一貫して庭の花に眼
を向け、咲散を呟いている。いつも変わらないものが眼の前にある。そこに眼を向
ける心を教えてくれる。
9. 3:06 PM Mar 27th webから

庭には三つの黄色いカタバミの花が咲いた。室内では窓辺のアマリリスの鉢に生え
たカタバミはピンクの小さな花を三つ咲かせている。
2011-3-28-15：11

peco_exさん、オキザリスはカタバミ科カタバミ属ということで、わたしのところ
ではカタバミにして置きます。庭の隅に沢山生えていて今日一つ黄色い花が咲き、
蕾がツイツイと何本も伸びて来ました。
2011-3-29-13：49

庭にまた一つ黄水仙が咲いた。http://www.haizara.net/~shirouyasu/2011photos
/suisen2011-3-30.jpg
2011-3-30

庭の隅に繁茂したカタバミが7つの黄色い花を一気に咲かせた。
2011-3-31-13：46
17:58:54 - shirouyasu - No comments

2011-04-02

「現代詩手帖」2011年1月号の「現代日本詩集2011」の詩の解題
2011年、つまり今年の1月から3月にかけて、「現代詩手帖」1月号の「現代日本
詩集2011」の詩を全部読んでその解題を書いて、連日「twitter」に一つずつ掲載し
た。現在書かれている詩がどういうものか、一つ一つ確かめてみたかった。
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「現代日本詩集2011」に作品を発表しているは90歳代から20歳代の詩人を代表して
いる51人だが、詩を書く人は日本全国ではおよそ1万人ぐらいかもっと多いのでは
ないと想像する。多くの人が「詩」を言葉を書くための「器」とか「乗り物」とか
にしているように思える。詩って何だろうと思う。
2011-3-21-18：21

「現代詩手帖」1月号の「現代日本詩集2011」の49作品を読んで解題を試みたが、
詩人達は言葉の出し方やその出方に力を注いでいるようだが、それぞれの詩の言葉
の出され方を適切に述べられなかったと感じた。つまりそれぞれの詩人が何故そう
いう詩を書くのかを述べる力の無さを感じさせられた。
2011-3-20-

「現代日本詩集2011」の「連載詩」の枠では、1933年生まれで77歳の中江俊夫さ
ん35年生まれで75歳の北川透さん79年生まれで31歳の岸田将幸さん、三人はテーマ
と詩法を持続させていると、そして連詩の78歳の新藤涼子さん49歳の河津聖恵さん
29歳の三角みづ紀さんたちは楽しんでいるに見える。
2011-3-18

連詩「悪母島の魔術師（マジシャン」新藤涼子・河津聖恵・三角みづ紀
「現代日本詩集2011」の「連載詩」の枠の連詩では、1932年生まれの新藤涼子さん
の詩で森の中のベンチに死体が空想され、1961年生まれの河津聖恵さんの詩でクレ
ソンの青い茂みに帽子を被らない死者が現れ、1981年生まれの三角みづ紀さんの詩
で大きすぎる帽子が目障りと受け止められる。
2011-3-17-17：44

連載詩　岸田将幸「絶対主義、避けたザクロ」
「現代日本詩集2011」の「連載詩」の枠で、1979年生まれの岸田将幸さんの詩は、
詩を書く者にとっての詩の意義を追究し、人を掘削すべき土とするなど感性に訴え
る独特の思考を断言的に展開して、個の限界を超えた共同としての詩の「絶対主
語」を目指す決意を歌い語っていると受け止められる。
2011-3-15-11：21

連載詩　中江俊夫「青空」
「現代日本詩集2011」の「連載詩」の枠で、1933年生まれの中江俊夫さんの詩は、
4行2連と3行2連を交互に組み合わせて、自分が言葉を書くことを木々も細々と書い
ていると自然に照らして考えて、謎のままに、最後に人の身体に纏わるいろいろな
慣用句を列挙構成して人臭さを浮かび上がらせる。
2011-3-13-17：13

連載詩　北川透「大凶事昔暦」
「現代日本詩集2011」の「連載詩」の枠で、1935年生まれの北川透さんの詩は、海
峡の淵に立つ海水に浸食され沈下した棺状の古い空マンションに住む自称語り部の
老婆を登場させ、元住民の影の騙りと云って、詩と現実の様々な問題を妖怪相手に
皮肉を込めて誇張した言葉で芝居風に語らせている。

「現代日本詩集2011」の「作品7」の枠では、生まれが1969年の小川三郎さんが41
歳70年の水無田気流さんが40歳74年の蜂飼耳さんが36歳80年の鳥居万由美さんが
30歳82年の山田亮太さんが28歳91年の文月悠光さんが19歳で、皆さん自己存在と
書くことに拘っていると見られる。
2011-3-9-15:48

文月悠光「余白を孵す。」
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「現代日本詩集2011」の「作品7」の枠で、1991年生まれの文月悠光さんの詩は、
日常で自己を見失いそうな自分が、他者から余白になれと唆されるが、自分が生き
て語ることで余白を活かすと、歩く踵と言葉の踵を揃えて書き続け自分を確かめて
書くことに生きる自己を語っていると受け止められる。
2011-3-8-18：02

山田亮太「みんなの宮下公園／避難」
「現代日本詩集2011」の「作品7」の枠で、1982年生まれの山田亮太さんの詩は二
つ、一つは宮下公園に渋谷区役所が掲示した言葉に対する利用者の激しい反撥の言
葉を構成したもの、もう一つは山手線を乗り回して頭に浮かんだ言葉に拘る語句を
一見ランダムに自己の弱みが出るように構成している。
2011-3-7-17：30

鳥居万由美「00.01.04.10」
「現代日本詩集2011」の「作品7」の枠で、1980年生まれの鳥居万由美さんの詩
は、垣根に蝶が…と書きだした瞬間に、言葉を書く者と現実の乖離から生じる自己
存在を巡る不安に落ち、巨大な掃除機や記憶を載せた鳥のイメージを走らせた思念
を会話形式で語り、最後に日常に帰って書き終えられる。
20111-3-6-16：53

小川三郎「天」
「現代日本詩集2011」の「作品7」の枠で、1969年生まれの小川三郎さんの詩は、
「天」に導く道案内人がその気になった人を案内する道すがら、何も拾わず、見つ
められる視線も気にせず、複雑に入り組んだ道を案内に従って行けば、「不可能だ
けがある天」に歓迎されるとその口上が語られている。
201-3-5-15：51

水無田気流「浮遊器」
「現代日本詩集2011」の「作品7」の枠で、1970年生まれの水無田気流さんの詩
は、視野や生き方や感情や信念などをモチーフに観念語の音韻をずらして作った対
句の連で、全体を形よく構成して、自分の世代のあり方を言葉の上で否定して浮き
上がらせる仕方で、自己主張していると受け止められる。
2011-3-4-17：37

蜂飼耳「パイン・ガーデン」
「現代日本詩集2011」の「作品7」の枠で、蜂飼耳さんの詩は、軒に生えそろった
草に乳歯を連想して生命感を感じ、その思いにテレビの雑多な画像の中の松が生え
ないところに日本人が植えた松林が重なり、植物と哺乳類の生命活動が引き出す観
念の言葉に惑わされる不安を語っていると受け止められる。
2011-3-3-18：10

「現代日本詩集2011」の「作品6」の枠では、城戸朱理さん四元康祐さん小池昌代
さんが1959年生まれで51歳、高貝弘也さん広瀬大志さんが1960年生まれで50歳、
和合亮一さんは1968年生まれで42歳、それぞれ自分の表現意識を自覚し言葉の効力
を勘案し詩としての現場を実現している。
2011-3-2-

和合亮一「逃亡逃亡」
「現代日本詩集2011」の「作品6」の枠で、1968年生まれの和合亮一さんの詩は、
刻々と時を刻む時計を前に、あなたに対する思いから生じるロマンチックな思念や
イメージを、様々な大きさの紙片にメモするように、紙面に35個の四角い枠を作っ
て書き込み、脳髄のスキャンデータのように見える。
2011-3-1-17：22
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小池昌代「股引」
「現代日本詩集2011」の「作品6」の枠で、1959年生まれの小池昌代さんの詩は、
地蔵になってぞっぞっと鎌倉の小町通りを行くと、頭を剃り上げた田村隆一の亡霊
が「深く落ちていけ」と刀を振り回す傍らで、股引を買って履き、宇宙心を舐め、
ぼろぼろに崩れるという夢のような話が語られている。
2011-2-28-

広瀬大志「黄金の舞踏」
「現代日本詩集2011」の「作品6」の枠で、1960年生まれの広瀬大志さんの詩は、
日常の気分に埋もれた身体を、性行為を彷彿させる身体の動きを語る話し言葉の79
行中に、「踊れ」という言葉を14回も繰り返して奮い立たせて、身体の自然の力を
取り戻そうと、躍起になっていると受け止められる。
2011-2-27-18：20

高貝弘也「母子草」
「現代日本詩集2011」の「作品6」の枠で、1960年生まれの高貝弘也さんの詩は、
あなたとわたしという近しい関係を設定して、モンゴルの草原と多摩川へと一気に
空間を広げて、読者の想像力に働きかけ、植物の阻まれた成長を関係に重ねて、そ
こはかとなく悲しみの余韻が溢れるように語っている。
201-2-26-18：21

城戸朱理「手紙が届かない。夏」
「現代日本詩集2011」の「作品6」の枠で、1959年生まれの城戸朱理さんの詩は、
暑い夏の夜、深まる疑問にとらわれて、分かり切った日常に関わっていることの苦
悩が生まれ鮮やかな悲しみを感じて、足長蜂の哲学的な生態の謎に失跡した者を思
うという思念の疼きを呈示していると受け止まられる。
2011-2-25-

四元康祐「多言語話者のカント　息子は歌う」
「現代日本詩集2011」の「作品6」の枠で、1959年生まれの四元康祐さんの詩は、
アメリカで日本人の父母から生まれた俺が父の転勤で英語とドイツ語の中で育ち、
自分のアイデンティティーは言葉を超えて行為にあるとして普遍語を考えるまでの
言語歴を語り口調の3行32連で叙事詩風に語っている。
2011-2-24-17：39

「現代日本詩集2011」の「作品5」の枠では、それぞれ言語を優先させて、63歳の
吉田文憲さんと58歳の江代充さんはスピリチュアルな詩を書き、55歳の伊藤比路美
さんと平田俊子さんは言葉を軽快に乗り回し、59歳の野村喜和夫さんと50歳の多和
田葉子さんは言葉を杖にして内面を探っている。
2011-2-23-15：18

野村喜和夫「出発」
「現代日本詩集2011」の「作品5」の枠で、1951年生まれの野村喜和夫さんの詩
は、文字も発音も違う様々な言語の10人の詩人たちの集まりに参加して、内面で受
け止めた印象が抽象的に語られ、その国際的な交流からの出発を「名が集められ、
刻がわきたち、／われわれは出発する」と語っている。
2011-2-22-15：42

多和田葉子「菱形」
「現代日本詩集2011」の「作品5」の枠で、1960年生まれの多和田葉子さんの詩
は、「かけ離れた類似／一本の手で運ばれてきた／どこにも書き込まれることなし
に／　／蛇が『何』という」と書き始められて、書く意識の運動を追って、イメー
ジを呼ぶ抽象的な言葉を連ねて独特の世界を語っている。
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平田俊子「いざ蚊枕」
「現代日本詩集2011」の「作品5」の枠で、1955年生まれの平田俊子さんの詩は、
鎌倉の知人が住所に「蚊枕」と記入し、それが蚊が寝るときに使う枕だと聞き、夏
の帰省を語る展開の詩行の「か」音に「蚊」を嵌めて、奇想を語って盛り上げて、
「ば蚊で／おろ蚊で／あさは蚊な蚊」と締めている。
2011-2-20-12：14

伊藤比呂美「日系人の現在（母が死んだ）」
「現代日本詩集2011」の「作品5」の枠で、1955年生まれの伊藤比呂美さんの詩
は、死亡した母の預金を解約する際に、在外日系人が「母が母であること」「私が
私であること」の証明のために、次々に様々な書類に署名して、ついでに在外選挙
人証も入手したことを追い重なる語り口調で語っている。
2011-2-19-14：25

江代充「諸物　ある改作」
「現代日本詩集2011」の「作品5」の枠で、1952年生まれの江代充さんの詩の一つ
は、子供の頃物干ししている叔母さんの腰元で母と話す女ことばを体感した情景と
母の遺骸の前の情景が、もう一つは、地面の降りた二羽の雀が干上がった後に雨で
膨れたミミズを跳ねて啄む情景が率直に語られている。

吉田文憲「光」
「現代日本詩集2011」の「作品5」の枠で、1947年生まれの吉田文憲さんの詩は、
前半で暗闇にうごめく息づかいするもの感じて死者の呼び声を聞きいたと、また後
半では夢の光が発した瞬間に清寧が壊れて折れた小枝が飛び交い鏡の中を歩く人や
跳ねる子どもを見たと現実を超えた現象を語っている。
201-2-17-14：59

「現代日本詩集2011」の「作品4」の枠では、1948年生まれの瀬尾育生さんが62歳
で1953年生まれの池井昌樹さんが57歳、団塊の世代とポスト団塊の世代のこの枠の
詩人たちは、生きることの意味を問いながら、言葉自体を意識して、それぞれ独自
のスタイルで迷うことなく詩を書いているという印象。
2011-2-16-14：16

朝吹亮二「あけまして（あけません）｝
「現代日本詩集2011」の「作品4」の枠で、1952年生まれの朝吹亮二さんの詩は、
正月の挨拶の「あけまして」を「あけません」と取って空漠たる心理を理由に、
「ろのけろっぷ」と「ぎのぎゃろっぴ」の音列を曲げて箱を作り、無音の促音や拗
音が発音できず、あけられないと韜晦気味に語っている。
2011-2-15-14：50

池井昌樹「鎌田公園の河馬／滝宮祭禮図屏風」
「現代日本詩集2011」の「作品4」の枠で、1953年生まれの池井昌樹さんの詩は、
二篇とも子どもの頃を過ごした郷里をモチーフにして、池に河馬がいると噂があっ
た坂出市の鎌田公園の賑わいと祖父の手の温もりと、滝宮の御殿橋を描いた屏風の
中の子どもの目に自分を重ねて散文で懐かしんでいる。
20111-2-14-15：09

井坂洋子「あんまんの赤い月」
「現代日本詩集2011」の「作品4」の枠で、1949年生まれの井坂洋子さんの詩は、
第一連でいきなり「頭上に　まだ槌はおちてこない」と切迫した状況を設定して、
冬眠の後の黒い蛙や大きな赤い月やあんまんなどを演出して心情を語り、第二連で
は追い詰められた行為を総て書くと決意を語っている。
2011-2-13-16：26
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瀬尾育生「使いたちが高い梯子をのぼる」
「現代日本詩集2011」の「作品4」の枠で、1948年生まれの瀬尾育生さんの詩は、
神話という枠組みで女性関係からある部族の変革の事態に巻き込まれた話を複雑な
物語で語り、終いに舞台を見終わって外に出で空を見た時の現実感に帰って、そこ
に時間を超える梯子を示唆していると受け止められる。
2011-2-12-14：33

稲川方人「首飾りの歌　G・Bに」
「現代日本詩集2011」の「作品4」の枠で、1949年生まれの稲川方人さんの詩は、
晩秋の夕暮れの川岸の小屋で死者を弔いながらも悲しみから離れて、偽善の綱領に
絶望して、義勇と自由についての深い川のような思考を辿って、生き方として献身
は反国家的だと結論した感慨を語ってると受け止められる。
2011-2-11-17：46

荒川洋治「外地」
「現代詩手帖」1月号の「現代日本詩集2011」の「作品4」の枠で、
1949年生まれの荒川洋治さんの詩は、領土問題に触れて、戦前の「外地」という言
葉から、国境線の内外を往き来する実例を辿り、その線の現在の薄弱な意識に、昔
の病院の下足番のおばさんの足元の出入り記憶の凄さをぶつけている。
2011-2-10-14：05

「現代日本詩集2011」の「作品3」の枠では、1929年生まれの金時鐘さんが81歳で
1947年生まれの佐々木幹郎さんが63歳、60年代前後のこの枠の詩人たちはそれぞれ
独自なスタイルで詩を書いているが、その言葉には記憶と存在感を確かめようとし
ている心情が感じられた。
201-2-9-13：59

佐々木幹郎「地図に迷って」
「現代日本詩集2011」の「作品3」の枠で、1947年生まれの佐々木幹郎さんの詩
は、書いたのを忘れてパソコンに残っていた詩から発想して、遙かなヒマラヤとス
コットランドに旅行したとき、現地の実際の場所と地図とがずれていて迷ってし
まったことに重ねて現在の心境が散文で綴られている。
2011-2-8-13：34

藤井貞和「滅亡（ツクシ）の力」
「現代日本詩集2011」の「作品3」の枠で、1942年生まれの藤井貞和さんの詩は、
50年ほど前の記憶を撃つ単語や短い句を括弧で括り、30数字の一行に三つから五つ
重ねて展開して、若い頃の情念を甦らせ現在を葬ろうと、隠された意味を叩いて言
葉に「滅亡(ツクシ)の力」を与えている。
2011-2-7-18：14

井川博年「香港へ」
「現代日本詩集2011」の「作品3」の枠で、1940年生まれの井川博年さんの詩は、
青春時代に詩集を出したが認められないで屈折した気持になり、知人の話に刺激さ
れてフランスに行こうと貯金して、香港までの切符で豪華客船に乗船し、香港に着
くまでの緊張した船旅が3900字の散文で綴られている。
2011-2-6-16：24

鈴木志郎康「地図に載ってない／二本の杖」
「現代詩手帖」1月号の「現代日本詩集2011」の「作品3」の枠で、1935年生まれ
の鈴木志郎康ことわたしの二つの詩は、草や人が地図には載っていないと当たり前
のことを敢えて書いて、枯れたり死んだりして消滅する生きものの存在のあり方を
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照らし、主観の不確かさをユーモラスにを語っている。
2011-2-5-14：47

天沢退二郎「サムサの神話　サムサの夏はなぜおろおろあるくか？」
「現代日本詩集2011」の「作品3」の枠で、1936年生まれの天沢退二郎さんの詩
は、宮沢賢治の詩句「サムサノナツハオロオロアルキ」の「サムサ」を小さな皿に
乗ってくるキャラクターにして、オロオロアルキはその皿の下の蛙の発光で寒天質
になって蛇に呑み込まれたからという神話を語っている。
2011-2-4-15：13

金時鐘「窓」
「現代詩手帖」1月号の「現代日本詩集2011」の「作品3」の枠で、1929年生まれ
の金時鐘さんの詩は、窓をモチーフにして、自分と世界を隔てる絶対的な壁として
設定し、その窓のあり方と内側の自分との関係をこれまで生きてきた身近な場面か
ら歴史的な場面に照らして直截に語ることばが綴られている。

「現代詩手帖」1月号の「現代日本詩集2011」の「作品1」と「作品2」の枠の1914
年から1934年までに生まれた90歳代から70歳歳代の詩人たちは、死や過去に触れた
詩を書いていた。改めて驚いたが、それぞれ年齢に即して詩を書いているというこ
とで、現代詩の詩表現の成熟とも受け止められる。
201-2-2-14：38

粕谷栄市「来世／永訣」
「現代日本詩集2011」の「作品2」の枠で、1934年生まれの粕谷栄市さんの二つの
詩の一つは、来世を念頭にげじげじの来世としての現在の自分とその来世を、もう
一つは、大きな湖のほとりで農業をしながら難解な詩を書き続けて孤独死した詩友
の生涯が完結した一篇の詩と語っている。
2011-2-1-14：40

安藤元雄「このまま枝の下に」
「現代詩手帖」1月号の「現代日本詩集2011」の「作品2」の枠で、1934年生まれ
の安藤元雄さんの詩は、枝の下に寝ころんでゆっくりと体も心もときほどいて暖か
い日差しのなかで心地よく眠りに誘われるようにすべて肯定されてとろける、心地
よくこの世を終わらせたいという思いが語られている。
2011-2-1-13：51

白石かずこ「新年という巨大なネズミが……」
「現代詩手帖」1月号の「現代日本詩集2011」の「作品2」の枠で、1931年生まれ
の白石かずこさんの詩は、新年を迎える思いが「新年という巨大なネズミがやって
くるとしたら」と書き始められて、詩の眼を洗うという想から、言語の遡行へ、過
去の時間が流れ落ちていく無音の轟音で終わっている。
2011-1-31-15：10

新川和江「コース」
「現代詩手帖」1月号の「現代日本詩集2011」の「作品2」の枠で、1929年生まれ
の新川和江さんの詩は、裏庭から回ってきて居間の前を横切って「午後の陽が明る
く差している西の通りへ」出ていく猫に重ねて、ひっそりとした死を願う思いが語
られている。
2011-1-30-16：45

牟礼慶子「海からの贈りもの」
「現代日本詩集2011」の「作品2」の枠で、1929年生まれの牟礼慶子さんの詩は、
こだわることもなく自然のままに受け止めるという心境で窓辺に立って、青くひろ
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がる海と空の対話を飽きることなく眺めて、それを至福のひとときと意識するご自
分の心情を語っている。
2011-1-28-14：25

長嶋三芳「哀しい認知症」
「現代日本詩集2011」の「作品2」の枠で、1917年生まれの長嶋三芳さんの詩は、
長嶋さんの生地の港町の老人ホームで認知症になった老婦人が、亡母と夫の眠るお
墓に風になってでも会いに行きたいと思いながら、一人ぼっちで記憶を失って寂し
く暮らす姿を語っている。
2011-1-28-14：25

杉山一平「叩く」
「現代日本詩集2011」の「作品2」の枠で、1914年生まれの杉山一平さんの詩は、
人生を振り返って戦時中はビンタを張られ平和になってからほめられて頭を叩か
れ、と叩かれたことを「晴天のあいさつだったのか」と語っている。身体で受けた
痛みの共有が仲間の証と年を取って気がついたということかしら。
2011-1-28-14：25

中村稔「晩秋悲歌　磯輪英一さんの死に」・辻井喬「別れについて」・岡井隆「大
歌人出棺の図」・平林敏彦「寄る辺なき駅のほとりで」・長谷川龍生「倦怠　記憶
のなかに消えることのない他者の祭祀」・石牟礼道子「わたくしさまの　しゃれこ
うべ」
「現代日本詩集2011」の「作品1」の枠で、1927年28年生まれの詩人たちの詩で
は、中村稔さんが人は死ぬとき、辻井喬さんは別れの複雑な様相、岡井隆さんは大
歌人の死、平林敏彦さんは帰らぬ青春、長谷川龍生さんはガンジス河畔で感じた倦
怠、石牟礼道子さんはご自分の髑髏のことを語っている。
2011-1-28-14：23

「現代詩手帖」1月号の「越境2011[フランス]」の吉増剛造さんの詩は昨年の9月か
ら10月にフランスの7つの都市で朗読した際に吉増さんが遭遇した詩想を独特の発
音を基底にした表記で綴られた作品。八戸で出合った「鐵」が言葉の袋を破ってフ
ランスで「marteau鐵槌」になるという話。

「現代詩手帖」1月号の「越境2011［香港］」の谷川俊太郎さんの詩は、香港の大
学に招待した北島（ペイタオ）の肖像を語った４行４連の「言語の胞衣」と香港の
ことを語った「極めて主観的な香港の朝」の２編。北島の肖像詩にはその生きる
姿、生活、与える影響、詩人の言葉の力動感が語られている。

「現代詩手帖」1月号の「現代日本詩集2011」では、谷川俊太郎さんと吉増剛造さ
んの詩が、昨年の秋、海外に招待された際の書かれた詩として、「越境2011」と括
られている。谷川さんは香港の大学に招待されて、吉増さんはフランスの7都市の
朗読会に招かれて、それぞれ現地で書いたということ。
2011-1-26-14：08

先週「現代詩手帖」1月号の「現代日本詩集2011」の53人の詩人の詩49作品全部と
新作能の台本一つを読み終えて、その全体の印象を頭の中で転がして一週間が過ぎ
た。年齢を意識したもの、虚構の枠組みで語るもの、極度の抽象を語るもの、現実
の即した抒情、言葉そのもの向かう意識などなど多彩。
2011-1-24-14：32
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